
Ⅰ　は　じ　め　に

　「感じたことや考えたことを自分なりに表現することを
通して，๛かな感性や表現する力を養い，૑଄性を๛か
にする」は，幼稚園教育要領の「ねらい及び内容」の
「表現」領域の๯頭に示された文章である。これは，幼稚
園教育において育みたい 3つの資質・能力に向けて，10
項目にわたり示された「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい࢟」の 1つである「（10）๛かな感性と表現」の項目
において，「心を動かす出དྷ事などに触れ感性を働かせる
中で，様々な素ࡐの特徴や表現の方法などに気付き，感
じたことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で
表現する過程を楽しんだりし，表現するتびを味わい，
意欲をもつようになる」を実現するために示された内容
である。
　この内容を，図 1のように図ࣜ化して示すと，保育を
学ぶ学生にも理解しやすくなる。

　この内容からとらえられる表現の領域における最終目
標は，૑଄性を๛かにすることにある。この目標及び内
容の中で注目したいことは，表現の起点となる「感じた
こと」「考えたこと」の主体はいずれも表現者である子ど
もであり，その表現の方法である「自分なりに」の主体
も，やはり子ども自身である。子ども自らが「感じ・考
えた」ことを「自分なり」に表現することを通して，子
どもの「๛かな感性」と「表現する力」を養うのである。
この，ۃめて当たり前のことを幼児教育の現場で実現し
ていくことが，表現領域における指導上の՝୊と言えよ
う。幼稚園の保育ࣨや࿓下に設置された掲示൘には，よ
く指導された子どもの作඼がฒべ掲示されている。しか
し，全体を見ると，あまりにも指導が強す͗るのではな
いかと思える作඼がฒんでいることがある。そこに表さ
れているのは「子ども自身が感じ・考えたこと」の表れ
とは言い難く，指導者の指導性ばかりが際立っている。
更には，子どもの表現を十分に受け止めることなく，ྫ
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えばଈࠁやり直しを໋じるなどの行ҝにࢸっては，子ど
もの表現というよりも子どもの手をआりた指導者の表現
と言わ͟るを得ない。こうした表現の՝୊は，๯頭の表
現領域においてئう子どもの࢟の理解のෆ十分さによる
ものと考えられる。またそれは，指導者自身が表現のت
びを十分に味わうことなく成௕し，指導者としての৬を
得たことによるものではないかとも考えている。
　本稿では，そうした՝୊の生じる起点にあると思われ
る，幼児教育・保育を学ぶ学生の଄形表現に対する「ۤ
手意識」に着目し，そのࠀ服を目指す指導のあり方につ
いて，実践を通して考察した。

Ⅱ　造形表現に対する学生の苦手意識

　図 2は，小学校・中学校時代に๊いた，学生の「図画
作・美ज़」に対するۤ手意識を年度別に表したもので޻
ある。
　この調査は，入学後，第 1回目の図画޻作ᶗの授業に
出੮した 1年生（約100名）を対象に，Ξンέート形ࣜに
より毎年行っている。初めの「小学校の図画޻作，中学
校の美ज़は޷きでしたか」という質問に対しては，「޷
き」「ݏい」「どちらでもない」の 3択で回答することと

した。
　これによると，入学年度によってҧいはあるものの，
毎年約20～30％の学生が「ݏい」と答えている。保育者
を目指すためにはආけて通れない内容であるとの認識が
あるだけに，ۤ手意識を๊く自分に対する大きなෆ安感
を๊えての大学生活のスタートとなっている。中には，
単なるۤ手意識を௒え，ڪා感のあまり体がݻまって
まったく表現活動に向かうことさえできない学生も見ら
れる。
いになった時期を問う質問では，図ݏ　 3に示すように
小学校時代が最も多い。
　生まれながらの表現欲求に基づいて଄形表現活動が行
われると言われる1）小学校の時期に何らかの表現への఍
る大学入学の時期までその意識をࢸ感を๊き，18歳に߅
෷১できないでいることが見て取れる。専門的な内容の
指導が一૚進む中学校よりも，受容的な指導࢟੎が重視
される小学校の時期におけるこの状گにはڻきをېじ得
ない。小学校図画޻作科の指導の在り方について，改め
てਅ᎜に見直しを進める必要がある。
いになったきっかけは，図ݏ　 4で示すように「下手だ
から」「他者にけなされたから」「発想がわかないから」
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の順となっている。
　この結果から，଄形表現活動をݏいになった学生の多
くが，自らの表現を「下手」と思っていることがӐえる。
学生の自由記述のཝを見ると，この意識は主に他者の作
඼と比較することにより生じていることが分かる。自分
の表現を客観的にとらえて見始める小学校高学年時に，
他者と自らの作඼を比較して感じたҧ和感を「下手」と
とらえた回答が多く見られた。また，他者から下手だと
けなされたからという回答もかなりの数見受けられた。
少年期における仲間の発言が及ぼす心理的影響の大きさ
が見て取れるが，そればかりか「教ࢣにけなされた」と
の੠が少なくないことは見過ごすことのできない問୊で
ある。զがࠃの近代教育が明࣏時代に発଍して以དྷ，第
二次ੈք大戦後に繰り返し行われた教育改革はその都度
テーマは異なる。しかし，近年に近付くに連れ「学習者
主体」の教育理೦・方法がଧち出され推঑されてきたに
もかかわらず，かつての教ࢣ主導の教育が変わらず行わ
れていることをӐわせるものである。

Ⅲ　「苦手意識」に対応した授業の試み

　学生が「ۤ手意識」を๊えるにࢸったのは，学生自身
の੹೚とは言えず，学生を取り巻く様々な環境によって
生じさせられてしまった結果と考えられるのではないか。
筆者の೴ཪには常に，子どもが 1歳になるかならないか
のࠒにようやく筆記具をѲれるようになり，ۮ然に生み
出された点や線を見て，自ら形を生み出すことのできた
զが子の行ҝがތらしくخしくてたまらなかったएい両
親の࢟が೴ཪにある。こうした子どもの行ҝは，子ども
を取り巻く人々に無条݅に受け止められていたはずであ
る。それがいつしか，大人の目にөるө૾のࣸ実的な再
現が望ましい表現の方向とみなされ，子どもの発するす
べてをؙごと受け止める環境がࣦわれていったのは，զ
がࠃの風౔や学校教育と無ԑではないだろう。
　こうした൓省に立ち，学生の入学後半年間の 1年生前
期においては，଄形表現に対する知識や技ज़・技法を学
ぶとともに，自らの心を開き，自己表現を行うことに対
するҤॖ感から解き์つことを目的に授業を構成した。
それによって，ۤ手意識のࠀ服を目指そうとするもので
ある。
　指導に当たっては，以下の 3点の内容をポイントとし
てԡさえ，繰り返し学生に伝えていった。
ᶃ　とにかく手を動かしてみよう。
　生まれた点や線は，あなた自身が生み出したੈք
に一つだけの形である。うまくඳこうなどという考
えを頭から追い出し，思いのままに手を動かしてみ
よう。
ᶄ　ࣦഊをڪれるな。
　ࣦഊすることはڪろしい。身がすくむような心持
ちになるだろう。しかし，表現にࣦഊはない。ある

のはࣦഊではなく，多様性である。これまでの経験
においてࣦഊと感じてしまったのは，それをࣦഊと
感じさせた環境のせいであり，あなたの੹೚ではな
い。この部԰では，༐気をもって自己を出してみよ
う。
ᶅ　人と比較せず，自分らしさを大切にしよう。
　自分や友達の表現を上手いか下手かで捉えるので
はなく，この作者は何を伝えたいのかなと考えなが
らؑ৆しよう。そうすると，୭の表現からもきっと
学ぶべきところが見えてくる。

　その意図は，表現活動を行う中で以下のような心情の
変化を繰り返し経験することにある。
ᶃ　自分にもできるかもしれない，とりあえず手を動
かしてみようか。
ᶄ　手を動かしているうちに，これなら何とかなるか
もしれないと思うようになる。
ᶅ　いつしかເ中になって，自己のੈքにのめり込ん
でいく。
ᶆ　結果として何らかの活動のي੻が残り，やり終え
たことの安心感や充実感を覚える。
ᶇ　出དྷたتびは，次の活動に対する期଴感のժ生え
につながっていく。

　このような心のαイクルを，繰り返し体験することで
表現への఍߅感をܰ減させていきたいと考えた。
　こうした目的のもと，取り上げたいくつかの୊ࡐをৼ
り返り，ۤ手ࠀ服の観点から考察を加えた。

1　題材 1「マイキャラクター」
～形に命を吹き込もう～

　学生へのΞンέート調査によると，ۤ手意識の原Ҽの
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多くは「絵がඳけない」ຢは「絵が下手」ということに
あった。
　多くの学生が図画޻作・美ज़をݏいと感じるように
なったのは，طに述べたように小学校時代が多い。学生
が小学校時代を過ごした時期の図画޻作科の授業時数を
当時の学校教育法施行規則別表 2によると，図画޻作の
時間は第 1学年では年間68時間（ 2時間ʗि），第 2学年
では年間70時間（ 2時間ʗि），第 3・ 4学年では年間60
時間（約1.7時間ʗि），第 5・ 6 学年では年間50時間
（約1.4時間ʗि）が設定されている。更に，その時間に
行う学習内容は「表現」と「ؑ৆」に 2分され，「表現」
は「ࡐ料を基にした଄形遊び」と「絵や立体，޻作に表
す」の 2つの活動が示されている。この学習領域及び項
目に充てる時間数の細かな設定はされず，各学校のࡋ量
に೚されている。かつて教育行政及び学校現場に੶を置
いていた筆者の経験からすると，多くの学校においては，
およそ半分の時間数が「絵や立体に表す」ことに充てら
れていることが推察される。結果的に，多くの絵をඳく
時間に「ඳけない」と感じた学生は，その思いが毎時間
の繰り返しにより増෯されていったことが想૾できる。
その中で学生は，うまくඳかなければならないといった
自己ڴഭの思いが強化され，思いのままに手を動かすこ
とのتびがࣦわれていったのではないか。
　こうしたことから，あえてඳくことにয点を当て，身
近にある単७な形に着目することで，ඳく఍߅感を減ら
し，わずかなりとも絵に表す楽しさを感じさせたいと考
え設定した୊ࡐである。
（1）学習過程
Ξ　形みつけ
　　～身近な形から思いついて～
ᶃ　ྫ示を見て，身近な持ち物から思いついてす͙に
ඳくことのできる単७な形（一筆ඳきで捉えること
のできるような形）を 1つ選び，試しࢴにඳく。
ྫ）えんͽつ，ফしΰム，ものさし，ϊート，はさ
み，ۄじΌくし，แ丁，スマートフΥン　など
ᶄ　ඳいた形に，目をඳき入れる。必要があれば，口
やඓもඳき加える。そうすることによって，無表情
であった形に໋が感じられるようになる。ここで，
幼児の発達上の特徴であるΞミニズムについての解
説を加える。更に，ඳき入れた目や口の形を変えれ
ば，সいやౖりなどの様々な感情を込めた表現を簡
単につくりだすことができることにも気付かせる。
ᶅ　໋のਧき込まれた形に手や଍を付け加える。ここ
では，幼児期の絵画表現の特徴である「頭଍人」に
ついて解説する。学生は，幼児の発達に触れること
で自らが幼児になった思いを感じ，ঃ々に表すこと
への఍߅感を減じていく。更に，ඳいた手଍の線の
方向やۂがり具合によって，動きが生まれることに
も気付かせる。

ᶆ　 1つの形に໋を見出すことができたら，次は様々
な形を見つけ，それに໋をਧき込んでいくようにす
る。よりよい表現はす͙に生まれるものではなく，
多くの形を生み出すことによって気に入った表現が
見つかるとの੠ֻけをྭみにどんどんඳき進める。

イ　形みつけからの発展
　　～表ࢴ絵「̋̋܅の大๯険」～
ᶃ　多数ඳいた໋をਧき込んだ形の中からお気に入り
を 1つ選び出し，物語の主人公とする。その形に名
前を付け，ॅんでいるところや޷きな食べ物などを
考え，性֨付けをしていく。
ᶄ　その主人公が，どこかへ出かけて行って๯険する
ことをテーマにした表ࢴ絵を作੡する。多くのਧき
込んだ໋ある形は，その他のొ場人物として表ࢴを
০ることもできる。自らの手を動かして作り出した
形であるためか，比較的容қに発想しながらඳき進
めていく。思いつかない場合は，自作のタイトルを
絵文ࣈ的にඳきながら，更に想を๲らませていく。
ᶅ　৭Ԗ筆やカラーϖンなどを使って࠼৭し，仕上げ
る。

ウ　ؑ৆会
ᶃ　仕上げたすべての作඼を画૾に残し，スライド上
өによるؑ৆会を行う。
ᶄ　ؑ৆しながら，全作඼の「よい点」を見つけて解
説する。ともすれば「上手い・下手」というڱいՁ
値観により，更に「他者との比較」によってのみ判
断していた学生の作඼の捉え方を༳さぶりたいと考
えた。また，他者の表現の中から自分にはないもの
を感じ取らせることで，ڱいՁ値観を広げさせたい
とも考えた。このことは，今後の学習において作඼
をؑ৆する際の基本的な࢟੎を身に付けることにも
つながる。ܾして批ධするのではなく，よさをとら
える視点を大切に伝えることを体感させていく。

（2）考察
　全クラスの作඼をؑ৆したため，自分の作඼のある自
クラスの作඼がরࣹされるときは，緊ு感をもって見て
いる様子が感じられる。自分の作඼の解説は，体をݻく
してฉいている。すべての作඼の解説が終わると，安ూ
感が一気に広がる。
　入学して始めての表現活動であったため，何をさせら
れるのだろう，果たして自分にできるのだろうかなどと
緊ுしてྟんだ思いが，活動を終えてのৼり返りの文章
に多数記されていた。その緊ு感が，「自分にもできた，
面നかった，何とかなりそう，次は何をするのだろう」
との思いに変わっていった様子もӐえた。
　ؑ৆後には，同じ形のものをඳいても発想はօҧうこ
と，それぞれによさがあること，自分にないものを他者
の作඼から感じ参考になったなどの感想がدせられた。
当初のねらいである，うまい下手で捉えなくてもよさそ
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うであること，それならば自分にもできそうという，ۤ
手意識ࠀ服への第 1ஈ֊のΞプローνはまずまずの成ޭ
であったと言えよう。

2　題材 2「技法体験 1」
～クレヨンとクレパスの違いを知ろう～

　クレϤンとクレパスは，幼児期のඳ画指導の際に必ず
取り扱われる用具であり，幼児期の主たるඳ画ࡐと言え
よう。そのため，この 2つの用具の特徴を౿まえたద切
な指導が行われる力を身に付ける必要がある。この 2つ
の用具にҧいがあることなど考えたこともないという学
生がほとんどであった。しかし，そのҧいを知らなけれ
ば，ඳ画表現指導時に，子どもたちに表したい思いを思
うように表せないというෆ自由さを感じさせ，ࣦഊした
と思わせてしまうڪれがある。保育者を目指すためには
知っておくべき事項として，資料を通して知識を得ると
ともに，実際に両者を比較しながら扱うことを通して，
その性質に応じた指導の理解を図ることとした。
（1）　学習՝程
Ξ　クレϤンとクレパスのҧい2）を知る
ᶃ　「クレϤン」という名前は，18ੈࠒلにはطに使わ
れていたようである。正ࣜには，19ੈل後半フラン
スのクレϤンコンテ社が開発し「クレϤン」という
名前を付けてചり出した。日本にやってきたのは大
正 6 年（1917年），ࠃ内生࢈は大正10年ࠒからであ
り，༌入当初はとても高Ձであったが，ࠃ内生࢈に
よって安く身近なものになりී及していった。大正
14年には小学校 1年の教ࡐとして当時の文部省が推
঑し，一気に全ࠃにී及・ਁಁしていった。
ᶄ　大正14年に，ᓎクレイϤン঎会（現在の᷂αクラ
クレパス）という会社が，クレϤンをもっと使いや

すくと改良して作った。したがって，「クレパス」と
いう名前はαクラクレパスのొ࿥঎標である。一般
名শは「オイルパステル」という。
ᶅ　成分は，どちらも༹かした࿟（ろう），オイル，৭
のค（إ料）とほぼ同じで，ҧいはそれぞれの成分
量である。
ᶆ　クレϤンは࿟が多く使われており，ߗくંれにく
い。そのため，線ඳにదしている。手もԚれにくい。
ᶇ　クレパスはオイルが多く使われており，ॊらかく
ંれやすいため，面ృりにదしている。ࢷ分が多い
ので，手がべとつく感じがある。
ᶈ　何よりも，形にҧいがある。
イ　使用に際しての留意事項を知る。
ᶃ　クレϤンはߗい（メーカーによってはやわらかめ
のものもある）ので，力いっͺいΰリΰリとඳいて
もંれにくく，力の加減が難しい小さな子にはクレ
Ϥンのほうがదしている。 1歳ころからඳき始める
絵は，ͻっかきইのような線から始まる。このࠒは，
線のඳきやすいクレϤンがదしている。
ᶄ　幼稚園の年௕から小学生͙らいになると，線中心
の絵が，様々な৭を使って面をృりつぶす絵になっ
てくる。このࠒには，伸びの良いクレパスがదして
いる。クレϤンだとృりつぶすのに時間がかかるが，
クレパスなら手でぼかすこともでき，৭をࠞͥ合わ
せて޷きな৭を生み出すこともできる。
ᶅ　以上を౿まえ，い͟，子どもに与えようとすると
きに「どっちだったか」と໎うことがある。そんな
ときのために，次のように覚えておくとよい。

＊線でඳくときはクレϤン
＊面をృるときはクレパス

ウ　体験を通してҧいをつかむ。
　実際に，以下のようないろいろな方法を試しながら，
遊びを通してそのҧいを体感的につかんでいった。
ᶃ　ඳく
　直線・ΪザΪザ線・͙る͙る線など，いろんな性
質の線をඳいてみる。どちらඳきやすいか考えなが
らඳいてみよう。
ᶄ　ృる
　͙る͙るとృり込んで，感触を確かめる。ృりや
すいのは，ねばりがあるのはどちらかなど，考えな
がらృっていく。
ᶅ　ࠞͥる
　৭の上にҧう৭を重ねて，用ࢴの上でࠞͥてみる。
৭によってもࠞ͟りқさやࠞ͟りにくさはあるが，

作඼ 1
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クレϤンとクレパスではどちらがࠞ͟りқいかを考
えながらࠞͥてみる。
ᶆ　広げる
　৭を強めにృった部分を，ティッシϡをؙめてこ
すってみる。৭のޫが生まれるところを見て，どち
らが広げやすいか考える。
ᶇ　重ねる
　こすって広げた৭と৭を重ねてみる。直઀重ねて
ࠞͥるよりも，୶い৭と৭がきれいに重なることに
気付く。
ᶈ　型ൈき（ステンシル）遊びをする
をくり͵いて݀をあけ，その݀のपりに৭を付ࢴ　
けてこすり出す方法と，型ࢴのपลに৭を付けてこ
すり出す 2種類の方法がある。
　݀をどんどん広げながら，あるいは型ࢴをどんど
ん小さくち͗りながら，形を変えた型のपりからこ
すり出した৭を次々に重ねて形をඳき出していく。
ᶉ　ͻっかき（スクラッν）遊びをする
　いろいろな৭をృりこんで作った面を，ࠇ一৭で
ృりつぶす。その面を௺༶ࢬなどのとがった用具で
ͻっかいてみる。ͻっかいた線のԞから，下の৭の
面がಁけて見えてくる。

（2）考察
　クレϤンやクレパスは，幼いࠒに୭もが使った経験の
ある用具である。ջかしそうにসみをුかべながら手を
動かす様子が見られた。しかし，この 2つにҧいがある
などと考えたことのある学生はօ無である。 2つの用具
の成り立ちや性質についての基本的な知識について解説
をฉいた後，指示に従って様々な技法を体験していった。
　この用具体験は，具体的な形をඳき出す活動ではない。
そのため，学生はためらうことなく技法を試し，その過
程が画用ࢴに残されていった。結果として表し出された
様々な৭と形に，「意外ときれい」「初めてやったけどお
もしろい」などと੠を上げながら進んでいった。
　図画޻作・美ज़がݏいになった理由として，「何をどう
していいか分からないから」という記述が少なからず見
られた。子ども自らが発想することをねらった「自由に
表そう」との指導者の指示は，子ども各々のそれまでの
経験や体験と結びついてこそ有ޮな指導の手立てとなり
得るものであろう。それまでにۤ手意識を๊いている子
どもへの「自由に」との発言は，ܾして子どもの心を解
き์ち，自己表現を後ԡしすることにはつながらなかっ
たものと思われる。
　よく見られるこうした指導者の࢟੎からৼり返り，こ
の活動は，細かなステップを౿みながらの展開とした。
ۤ手意識をもつ学生は特に，それ以外の学生も໎うこと
なく活動に຅頭することができたように思う。他者に後
れを取る心配はない，出དྷӫえに優ྼがつくڪれがない，
指示に基づいて手を動かせばそれなりに作඼が出དྷ上が

るといった活動は安心感を生み，ۤ手意識を๊える学生
も少しずつ心を開きながら活動を広げていったように思
う。それは，次なる活動への期଴を表したৼり返りの文
章からも感じられるものであった。

3　題材 3「技法体験 2」
～「コンテ・パステル」への発展～

　クレϤンやクレパスとよく似た用具にコンテ・パステ
ルがある。このコンテ・パステルも絵画表現の際によく
使用されるため，同様に指導を進めた。クレϤンやクレ
パスよりも伸びがよく，形をあまり意識しないでࡁむぼ
かしを主とした性質が強いため，学習の後半では自由制

作඼ 3
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作を࠾り入れた。表現した作඼には自分なりのタイトル
を付け，自らの思いをより明確に意識させるようにした。
　クレϤンやクレパスの体験から発展し，自己を表現す
ることへの意欲が少しずつ高まってきたように感じる。

4　題材 4「技法体験 3」
～絵の具って面白い～

　幼児期の଄形表現活動においては，クレϤンやクレパ
スと同様に絵の具もよく使用される用具である。しかし，
ۤ手意識が形成された理由の 1つである「絵」をඳく際
に頻ൟに用いられる用具でもある。したがって，絵の具
を使うことに対する఍߅感は少なくない。ซせて，準備
やย付けが面౗，Ԛれるといった思いと૬まって，絵の
具ݏいも生まれている。クレϤン・クレパスと同様に，
幼児の絵画指導に際しては，その఍߅感もআいておく必
要がある。
（1）　学習過程
Ξ　用具を準備する。
ᶃ　筆ચ，画൘，ۊࡶ，筆の役割について知る
　図を示し，活動のしやすさをイメージしながら各
用具を置く位置を定めるとともに，各用具の特徴に
ついて知る。
̋　筆ચ
・水を入れる場所が 3部԰ຢは 4部԰あるものを選
ぶ。
・水はそれぞれの部԰に70～80％程度たっ΀りと入
れる。
・右利きの場合は画൘の右手に，左利きの場合は左
手に置く。
・一番広い部԰が「ચ୕場」として筆を最初にચう
場所とする。 2番目に広い場所が「すす͗場」と
して，ચった筆をすすいでԚれ水をしっかりと取
りআく。残る部԰が「水ҿみ場」として，水加減
を調整するための水として，常に୙りのない状態
に保つ。
̋　筆
・筆ચの持ち手に開けられた݀に立てて置く。
・筆先を常に整えておく。
ۊࡶ　̋
・使いݹしたタオルやΨーθを重ねて௕方形に๓っ
たもの用意する。
・筆の水を調整するために使うので，筆ચの手前に
ંりたたんで置く。
・筆に含ませた水をঠにߜり，残った筆の水をۊࡶ
でٵい取る。水気のなくなった筆をঠの水にਁけ
ると，水が筆にٵい取られていく。このことから，
筆の役割とそれを生かすためのۊࡶの重要な役割
を知る。

̋　パレット
・৭がむやみにࠞ͟らないように，৭を出す部԰を
。定するݻ
・৭をࠞͥる部԰（グラウンド）は，広いスϖース
を使う。
・絵具を出すときは，౾ཻくらいずつ出す。
・絵の具νϡーϒの口に絵の具を付けたまま֖をし
ない。

イ　筆で線をඳく。
ᶃ　直線，ۂ線，とがった線，ଠい線，細い線などの
様々な性質の線を，いろいろな৭を使ってඳく。
・ඳきながら，৭を変えるときの筆ચいの仕方，水
加減を調整するためのۊࡶの使い方などについて
体感する。
・筆をચう時には「ザϒザϒ」，水を少し加えるとき
は「νϡッ」，しっかり水を加えるときは
「νϡー」，ۊࡶで水をٵい取るときは「ジϡー」，
しっかりٵい取るときは「ジϡージϡー」など，
行ҝを音にして表すと子どもたちに伝わりやすい
ことを知らせ，基本的な理解を図る。

ᶄ　৭の部԰から৭を少しずつ取って，グラウンドで
ࠞͥる。
・ࠞͥる 2つの৭を別々に小さなԁ状に༹かし，そ
れを筆先で少しずつ取りながら৭調整をしていく。
・すべてをࠞͥてしまうと，微ົな৭の調整ができ
なくなることに気付かせる。
・৭をࠞͥた後のパレットには，ミッキーマウスの
頭の部分のような༹き੻が残っていく。

ᶅ　৭を重ねる
・思いの৭は，ࠞͥて৭を作るだけでなく，重ねて
作ることができる水࠼絵の具の特৭についてつか
む。
・ೱい৭の上に୶い৭を重ねると，下の৭がಁけて，
重なった部分の৭が変わって見える。
・「今年着たいཋ衣のฑ」をイメージしながら思いの
ままに৭を重ね，ࠞ৭とはҧう৭の変化を楽しむ。

図 6
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ウ　「ਧき絵」をしてみよう
　　～αラαラの৭からザϒザϒの৭へ～
　੩物や風景などの形をとらえて表す絵の場合は，水
絵の具の特৭を生かしたʠαラαラʡな水加減が求࠼
められる。この水加減を幼児が調整することは難しく，
指導者があらかじめ調整した共同絵の具を使用させる
ことが多い。
　一方で，絵の具の楽しさは，水をたっ΀りと含ませ
たඳき方にもある。
ᶃ　৭を༹かす
・৭の部԰から取った絵の具に，水をたっ΀り加え
て༹かす。パレットのグランドは，ザϒザϒのߑ
水状態である。

ᶄ　৭水をストローでਧく
・その説いた絵の具をたっ΀り筆に含ませて，画用
。の上にམとし水たまりをつくるࢴ
・水たまりの部分をストローでਧいて，広げていく。
　強くਧくとഁ྾したような໛様が，優しくਧく
と水たまりがコロコロとసがっていき，৭੻が線
を形作る。
・৭を変えながら，思いのままにਧいていく。
・思いがけない৭の形が次々と生まれ，ເ中になっ
て取り組む。

Τ　「指絵の具」
　　～指をキϟンόスにして～
　αϒザϒの৭だけでなく，絵の具にはೱい৭の特徴
もあることを経験させたい。ほとんど水を含ませずに，
生の৭のもつ面നさを感じる活動である。
ᶃ　生৭を筆にとる
・筆先を使って，絵具のνϡーϒから直઀৭を取る。
ᶄ　指先にඳく
・その৭を使って，自分の指に目や口をඳいてإに
していく。
・一つのإができたら，次の指にҧうإをඳいてい
く。
・指人形のように，指先で物語が生まれる。
・༉分のある指にඳくためには，思い切り水気を減
らした絵の具を使う必要がある。この活動を通し
て，生の絵の具の性質に気付く。

オ　デカルコマニー
　　～ંりたたんだ画用ࢴの間に৭を置いてみると～
ᶃ　ંりたたんだ画用ࢴに৭を置く
・画用ࢴを二つંりにして，ย面にいろいろな৭を
νϡーϒから直઀出して置いてみる。

ᶄ　৭を画用ࢴでڬむ
・それを，半面の画用ࢴではさみ，しっかりとѹॖ
してみる。
・そおっと画用ࢴを開いてみるとʜ，思いがけない
৭の広がりの面が現れる。

ᶅ　自分なりの৭の置き方を޻෉する
・この経験を生かして，意図した場所に絵の具を置
いてѹॖしてみる。なかなか思い通りには広がら
ない形に，৭遊びのෆ思議さや楽しさを味わいな
がら活動を進めていく。

カ　後ย付けをする
　　～水を大切にしながらย付けよう～
　絵の具を使うことをݏう理由の 1つに，準備やย付
けが大変だからというものがある。確かに，使う用具
が多く，他の用具と比べるとԚれの度合いが強い。そ
こで，ย付け方を学ぶことにより，絵具への఍߅感を
少しでも減らしていきたい。
（2）考察
　絵に対する఍߅を取りআくという目的から，本稿では
主にඳ画ࡐの体験を取り上げたが，޻作におけるંる・
切る・షることを主とした技法も様々に取り上げた。そ
れらの経験は，ඳ画経験と૬まって表現の心を育てるも
のであろう。絵に表すことに఍߅を持つことは，ଈち自
己を外にさらけ出すという表現の有り様事態を൱定する
行動につながっていく。それは，心を開いて他者とつな
がるという，対人ԉॿを主たる目的とする৬「保育者」
としての有り様にも，少なからず影響を与えるものと考
えている。
　実際に，用具を用いて手を動かし，手を動かすことに
よって現れる表現のي੻を自ら確認すること，更にその
表出されたものに優ྼを付けられるڪれがないという安
心感，これらを様々な活動を細かにੵみ重ねていくこと
により，少しずつではあるが手の動きがスムーズになっ
ていったように思える。
　自己の఍߅を৐りӽえるのは，目的に向かおうとする
自己の心である。

5　題材 5「KIRIE de NAME」
～誰でもできる簡単切り絵～

　զがࠃにおいて「きりえ」という言༿が使われ始めた
のは昭和40年代であり，その定義は現在でも明確になっ
ていない。ࢴなどを切って଄形する方法は，中ࠃを期ݶ
とするおकりや日本のਆ前でのّࣜ用切りࢴ，更には着
物などの染৭用型ࢴなどとして広く人々の生活の中で伝
承されてきた。
　筆者の小学生を対象にした଄形表現指導経験において
も，こうした切り絵の技法を取り入れて行った୊ࡐは少
なくない。切った面に৭セロファンをషってޫのಁ過ޮ
果を楽しむ「ステンドグラス」や，影絵で物語をඳく
「OHP劇場」などである。これらの੡作過程において，
自ずとू中に向かう子どもたちの࢟を見るにつけ，切り
絵の教育的ޮ果の大きさを感じたものである。以下に，
自ずとू中に向かう要素を挙げる。
ᶃ　下ඳきにより，できあがりの࢟が明確に予測でき
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る安心感。
ᶄ　৭を排আする（基本的にനとࠇ）ことにより，協
調される表現の思い。
ᶅ　切って表すことにより，自ずとデフΥルメされる
形。これは，ࣸਅのようにඳかなければならないと
いう思いからの脱٫につながる。
ᶆ　一心に手を動かす（切る）ことの心地よさ。
ᶇ　ࢴが切られることにより，ঃ々に形が現れてくる
期଴感。
ᶈ　できあがりの࢟が分かりやすいことにより，やり
਱げたいという意識の強まり。

　これらの教育的ޮ果は，ۤ手意識を෷১する上におい
て有ޮな手立てとなるのではないかと考えた。
　しかし，切り絵を行う上でো害となるのは，下絵を׬
ᘳに仕上げる必要性があることにある。通常の切り絵で
は，絵に対するෆ安感は͵͙えない。そこで，デザイン
の過程を可能なݶりシンプルにし，自分にもできるとい
う安心感をもたせるよう，指導の޻෉を加えた。
（1）学習過程
Ξ　名前をϞνーフにしたデザインをする
ᶃ　作඼と同αイズの下絵用のࢴに，人筆で࿮をඳく。
ᶄ　࿮に付けるように，自分の名前を書く。
はආけ，シンプルな形にできるͻらがなやカࣈ׽・
タカナ，ӳ語などの文ࣈを使う。
・通常の文ࣈの֓೦にとらわれず，線を伸ばしたり
。げたりして，無理やり࿮に付けるۂ
・文ࣈの֓೦を่すために，「簡単に読めないこと」
という՝୊を示す。

ᶅ　書いた名前に೑付けをしてデザイン化する。
・೑付けの仕方により，ଠい線，細い線，スーとし
た線，でこぼこした線など，思い思いの性質の線
ができることを知らせる。
・ここで，切る箇所のイメージを持たせる。
ᶆ　遊びのデザインを付け加える。
・全体を見ながら，付け加えたいと思う場所にお気
に入りの簡単な形をシルΤットにして付け加える。
・画面全体に，変化が生まれる。
ᶇ　デザインをνΣックする。
・カッターナイフのਕを充てる箇所のイメージが明
確に持てているか൱かを，ていねいに確認する。

イ　下絵を作඼用のࠇい用ࢴと重ねて切る。
ᶃ　細かな部分から順に切り進める。
ᶄ　時々ཪ返して見ながら，できあがりのイメージを
確認する。

ウ　୆ࢴにషって仕上げる。
ᶃ　切り終えたࠇい用ࢴのཪに，スプレーのりをਧき
付ける。
ᶄ　୆ࢴのセンターに正確にషれるように印をつけた
用ࢴ（見当ࢴ）を使い，షり重ねる。

Τ　ؑ৆をする。
ᶃ　出དྷ上がった全作඼を前面に掲示し，見合う。
ᶄ　別日に，ࣸਅࡱ影した画૾を౤影し，作඼を見て
感じたことについて発表し合うとともに，一人一人
の作඼のもつよさについて解説する。

（2）　考察
　全員の作඼がฒべられたࠇ൘を見て， 1単位時間で全
員が作඼を׬成させることができたことにڻきの੠が広
がる。それは，自分にもできたという安心感に加え，自
らの予想を௒えて生まれた形の思いがけない面നさに対
するڻきの੠でもある。 1ຕ 1ຕの作඼を見ながら学生
は，わずか数文ࣈのͻらがなやカタカナからスタートす
るという共通の՝୊から生まれた作඼が，それぞれすべ
て異なったًきを์っていることに気付く。生み出され
たそれぞれの線のもつ「ણ細，きっͺり，ॊらか，力強
さ」などの性質，文ࣈを変形させるために与えた「読み
にくい」から始めたΞイデΞの面നさ，ささやかな「遊
びの形」がৢし出す面നさやΞクセントなど，നࠇ 2৭
で࠼られたそれぞれの作඼から発せられるັ力を，確実
に受け止めていたように感じる。そのັ力は，一人ͻと
りの作඼制作に向かうその時の意図や思いによって生み
出されたことを感じている。それは，正に自他のݸ性を
認識したॠ間と言えよう。さらに，͵͙いがたい「他者
との比較による優ྼの意識」も，思いがけない自らの作
඼のよさに気付くとともに，指導者や友人からの৆ࢍの
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言༿により，安心感のみならず，「自分もそんなにྼって
いるわけではない。自分だってできる」という，自己実
現のتびにつながっていったように思える。

Ⅳ　ま　　と　　め

　଄形表現に対するあこがれをもつ人は多い。「̋̋のよ
うにඳけたらいいだろうなあ」という思いは，୭もが๊
く感情である。その一方で，̋̋のようにはඳけない自
分にも気付き，「自分はできない」というあきらめに近い
ۤ手意識を๊いたまま成௕する。その意識は，多くの場
合が「他者との比較」によるධՁの有り様に起Ҽするも
のと考えられる。一つの正解に向けてڝい合い己をຏく
「修࿅」によって発展してきたզがࠃのものづくりと，そ
の時々の࢈業քの求めに応じて変化してきた学校教育の
ྺ史によってஙかれてきたզがࠃの風౔がある。そのす
べてを൱定するものではないが，一方で一起点からス
タートして無ݶに広がっていく「֦散思考」を通して資
質・能力をຏいていこうとする଄形表現のねらいとは૬
いれない部分もある。こうした環境の中で育ってきた学
生は，知らず知らずのうちに自らの中にજむよさや可能
性を൱定し，「できない自分」を޷むと޷ま͟るにݶらず
受け入れることにより安定を図っていこうとすることに
なる。その結果として，自己肯定感は先進ࠃの中で最も
௿いというզがࠃの子どもやए者の傾向3）が危ዧされる
事態も生じている。
　こうしたことから，本稿で取り上げた一連の取組では，
「必ず全員ができ，自他の作඼を上手いか下手かで捉え
ず，子どもになったつもりで思いのままに手を動かす」
ことを主؟に進めてきた。それは，とりもなおさず，自
らのもつよさや可能性に気付いてほしいというئいから

である。学生一人一人は，それぞれ異なる環境の中で性
質や޷みの傾向などಠ自のものを形成しながら成௕して
きた。したがって，もてるよさや可能性もそれぞれಠ自
のものがある。本稿は，そのことに気付かせることが
「ۤ手意識」の脱٫に有用ではないかとのԾ説に立つ実践
研究である。「̋̋のようにしたい」との意識の中には，
「今の自分よりもっとよくなりたい」という学生の心から
のئいを感じるからである。
　今回の一連の取組を終えて，学生たちは「ۤ手だった
が޷きになった」「上手い下手を考えずにやっていたら，
ঃ々に発想が༙くようになってきた」「自分なりに表現で
きるようになった」「楽しかった」との感想をدせた。
　一連の取組の中で学生が，「ۤ手な自分でもできる」
「手を動かしていけば何か生まれる」「人とҧってもいい」
ということに触れることができたならば，今後出会うで
あろう幼児に対して，主体性を大切に༐気をもって活動
に向かうことができるよう「大ৎ෉，やってごらん」の
思いを伝えていくことが期଴できる。それは，幼稚園教
育要領「表現領域」のねらい・内容である「感じたこと
や考えたことを自分なりに表現することを通して，๛か
な感性と表現する力を養い，૑଄性を๛かにする」に向
かう活動を૑り上げていく資質・能力の育成にد与する
ものと考えている。
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Summary

We conduct a questionnaire to new students every year. According to it, many students dislike painting and art 
classes. Many respondents disliked it, especially in elementary school. Among them, the students who dislike painting 
stand out. I think many of the problems in modeling education are due to this weakness. Therefore, in this study, we 
examined the ideal lesson method to reduce the feeling of weakness through practice. This study is based on the idea 
that reducing awareness of weakness and enjoying the joy of expression leads to growth as a childcare worker in front 
of infants.


